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今
、
伊
奈
町
は
大
き
く
発
展
し

て
お
り
ま
す
。
区
画
整
理
事
業
や

公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
基
盤
整

備
の
進
捗
に
よ
る
住
環
境
の
整
備

と
と
も
に
住
ん
で
み
た
く
な
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
結
果
、
昨
年
12
月
に
は
、
人

口
も
４
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
現

在
で
も
順
調
に
人
口
が
増
加
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

発
展
を
続
け
る
伊
奈
町
に
お
い

て
、
４
万
有
余
の
町
民
が
、
お
年

寄
り
や
子
ど
も
を
は
じ
め
、
だ
れ

も
が
、
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら

せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
と
す
る
こ
と

が
、
私
の
目
標
、
す
な
わ
ち
政
策

の
基
本
理
念
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

１
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
政
策
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
町

政
運
営
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
基
本
理
念
は
、

私
に
と
っ
て
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
で
も
変
わ
ら

ず
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る

も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
町
長

と
し
て
の
２
期
目
、
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
、
私
は
、
引
き
続
き
「
安

心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て
町
政

運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、「
安
心
安
全
・
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
、
個
別
の
政
策
を
次
の
６
つ
の

柱
に
ま
と
め
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

２期目初登庁の野川町長

「
安
心
安
全
・

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
の
６
つ
の
柱

６
月
議
会

開
会野川町長

２期目の就任あいさつ
町 長
野 川 和 好

～自然と調和した、ふれあい・安心安全・住みよいまち～

　

農
業
振
興
の
た
め
、
地
産
地
消

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
や
る

気
の
あ
る
企
業
や
商
店
を
応
援
し
、

町
の
産
業
を
活
性
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
６
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、

政
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、町
の
課
題
は
も
と
よ
り
、

こ
れ
だ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
町
民
の
方
々
の
声
や
、

議
会
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
住
民
本

位
の
行
政
運
営
を
貫
く
と
と
も
に
、

「
安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、

前
進
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
２
期

目
の
就
任
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
「
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
」

　

私
の
１
期
目
で
整
備
し
た
南
部
、

中
部
、
北
部
の
安
心
安
全
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
拠
点
に
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
警
察
、
町
な
ど
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
な
ど
、
町
民

の
み
な
さ
ん
を
犯
罪
か
ら
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
「
お
年
寄
り
の
安
心
・
安
全
」

　

お
年
寄
り
を
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
の
活
動
や
、
お
年
寄
り
の
健
康

を
守
る
た
め
の
高
齢
者
世
帯
へ
の

訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
み

な
さ
ん
で
お
年
寄
り
に
元
気
を
与

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

③
「
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
」

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
や

保
育
所
の
待
機
児
童
を
な
く
す
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
子

ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
の

環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

④
「
だ
れ
も
が
住
み
た
い
住
環
境
」

　

緑
の
保
全
や
、
綾
瀬
川
等
の
川

の
浄
化
な
ど
を
進
め
、
自
然
環
境

に
配
慮
す
る
反
面
、
町
の
南
北
の

基
幹
道
路
の
整
備
や
、
お
年
寄
り

や
障
害
の
あ
る
方
に
優
し
い
都
市

基
盤
整
備
を
進
め
、
都
市
機
能
と

豊
か
な
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

⑤
「
行
政
改
革
と
財
政
の
健
全
化
」

　

常
に
納
税
者
の
目
線
で
改
革
に

取
り
組
み
、
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
財
政
の

健
全
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

⑥
「
活
力
あ
る
産
業
の
推
進
」

　

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
伊
奈
町
政
の
執
行
責
任
者

と
し
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
様
に
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会

　

平
成
20
年
６
月
定
例
議
会

は
、６
月
３
日
に
開
会
し
、正
・

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長

に
永
沼
時
子
氏
、
副
議
長
に
青

木
久
男
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
町
長
提
出
の
諮
問
１

件
、
議
案
12
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
請
願
１
件
を
継
続
審
査

と
し
、
６
月
17
日
閉
会
し
ま
し

た
。

主
な
町
長
提
出
議
案

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
小
林
伸

子
氏
が
平
成
20
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

同
氏
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
案

が
提
出
さ
れ
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
＝
副

町
長
の
細
田
藤
夫
氏
が
平
成
20
年

６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
任
す
る

案
が
提
出
さ
れ
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
伊
奈
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）＝
地
方

税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
20

年
４
月
30
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ

た
た
め
、
伊
奈
町
税
条
例
の
一
部

を
同
日
中
に
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
同
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
、
承

認
を
求
め
た
も
の
で
す
。内
容
は
、

省
エ
ネ
改
修
住
宅
、
エ
ン
ジ
ェ
ル

税
制
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）＝
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
導
入
に
伴
い
、
地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
後
期
高
齢

者
支
援
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に

よ
る
課
税
の
開
始
や
税
率
等
を
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
、
平
成
20
年

３
月
31
日
に
伊
奈
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
、
承
認

を
求
め
た
も
の
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

＝
地
方
税
法
附
則
の
改
正
の
施
行

日
が
当
初
示
さ
れ
た
日
と
異
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
附
則
の
一
部
を
緊
急
に
修

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
平

成
20
年
５
月
19
日
に
伊
奈
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
専
決
処
分
し
た
の
で
、
承
認

を
求
め
た
も
の
で
す
。

●
平
成
20
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）＝
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
，
６
８
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

31
億
３
，
１
４
９
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

●
平
成
20
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）＝
既
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
８
３
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
91
億
６
，
３
８
３
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
＝
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
住
民
税
の
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
、
寄
付
金
控
除
制
度

な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
立
図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
地
方
自

治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
伊
奈
町
立
図
書

館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
た
め
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
＝
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

の
税
源
移
譲
に
よ
る
税
制
改
正
等

が
あ
っ
た
た
め
、
利
用
者
の
手
数

料
の
基
準
と
な
る
所
得
税
額
等
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
第
３
号
調
整
池
築
造
工
事

・
株
式
会
社　

東
栄

・
７
，
１
４
０
万
円

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
＝

大
針
字
細
田
山
３
７
３
番
３
７
地

先
か
ら
大
針
字
中
田
１
６
３
８
番

４
７
地
先
ま
で
を
あ
ら
た
に
町
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

6
月
定
例
議
会
初
日
に
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

永
沼
時
子
氏
、
副
議
長
に
青
木
久
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

永沼時子議長

青木久男副議長

略
歴　

当
選
4
回
。
議
長
、
副
議

長
、
建
設
産
業
常
任
委
員
長
、
決

算
特
別
委
員
長
、
企
画
総
務
常
任

副
委
員
長
、
文
教
民
生
常
任
副
委

員
長
等
を
歴
任
。

略
歴　

当
選
３
回
。
副
議
長
、
文

教
民
生
常
任
委
員
長
、
建
設
産
業

常
任
委
員
長
、決
算
特
別
委
員
長
、

企
画
総
務
常
任
副
委
員
長
、
建
設

産
業
常
任
副
委
員
長
等
を
歴
任
。

埼
玉
県
民
芸
術
文
化
祭
2008　

第
58
回 

県
展
入
選･

招
待
者

　

埼
玉
県
美
術
展
覧
会（
５
月
27
日
〜
６
月
18
日
・
県
立
近
代
美
術
館
に

て
開
催
）出
品
総
数
４
，
４
３
８
点　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

入
選
者

〈
洋
画
の
部
〉（
１
，５
１
７
点
出
品
）

朝
日　

歩
実（
大
針
）作
曲
中
の
私

北
村　

紘
之（
小
針
内
宿
）使
徒
た

ち
の
最
後
の
晩
餐

鈴
木　

寛
美（
柴
中
荻
）木
立
雪
景

高
橋　

卓
児（
羽
貫
）妙

長
島　

光
代（
志
久
）焼
き
た
て
パ

ン
と
赤
い
キ
ャ
ン
ド
ル

細
野　

敦
子（
細
田
山
）瓦
礫

逸
見　

次
郎（
大
針
）彷
徨

〈
工
芸
の
部
〉（
３
９
５
点
出
品
）

石
井　

康
規（
栄
中
央
）釉
裏
彩
葛

文
皿

田
中　

義
夫（
羽
貫
）カ
ツ
ラ
拭
漆

盆〈書
の
部
〉（
５
６
３
点
出
品
）

坂
井　

薫（
小
針
内
宿
）江
村
卽
事

高
橋　

紫
芳（
小
針
内
宿
）杜
甫
詩

〈
写
真
の
部
〉（
１
，２
５
９
点
出
品
）

齋
藤　

た
つ
み（
小
針
新
宿
）霙
れ

る小
島　

豊（
栄
南
）下
町
界
隈

髙
玉　

道
子（
大
針
）水
遊
び

前
田　

稔（
綾
瀬
東
）停
止
し
た
時

間峯
岸　

征
治（
小
貝
戸
）天
空
作
業

招　

待

〈
書
の
部
〉（
70
点
出
品
）

山
田　

螢
抱（
羽
貫
）五
言
句

議
長
・
副
議
長　

再
任


